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身体障がい・高次脳機能障がい部門の紹介 
職能科は、作業活動や就職等に向けた評価、職業準備訓練などを通して地域および職業生活に向

けた支援を行っています。訓練は知的障がい部門と身体障がい・高次脳機能障がい部門の二部門に分

けています。 

今回は身体障がい・高次脳機能障がい部門に

ついて簡単にご紹介をいたします。この部門で

は神奈川リハビリテーション病院の入院・外来

患者さん、七沢更生ホームを利用されている方

に対して、評価・訓練を行い、医療機関から地

域生活への移行や支援、および就労支援を行っ

ています。 

職能科での支援は、患者さんの主治医や七沢

更生ホーム所長の指示によって開始されます。

職能科を入院・外来で利用する場合は、障がい

者の手帳は必要ありません。 

まず最初に面接や作業テスト、作業的・職業的な情報の収集を行い、支援計画を作成します。その

後、本格的な訓練と支援を開始していきます。訓練は、利用者の社会復帰の目標や作業的な能力など

によって、2 つの部門に分けて進めます。 

■能力開発支援部門(写真 1・2) 

 

地域生活の作業活動を目標とする方や

現状では職業自立は難しいという方を対

象としています。ここでは在宅生活の

QOL の向上を目的とした作業活動や、作

品制作などを通した機能訓練的な支援も

行います。 

 

■就労支援部門(写真 3・4・5) 

 

 復職や新規就労等、職業自立を目標とする方を対象としています。訓練は訓練室だけではなく、職

場でのリハビリテーションや就職・復職に向けた職業学習、会社との調整なども行います。就労支援

のネットワークを活用し、地域の就労支援機関と役割分担を行い、支援を進めることも行っています。

(山本和夫) 
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写真５ 就労支援部門 
データ入力作業 

 
 
 
 
 
 
 
 
写真３ 就労支援部門 模擬職場(事務系) 

 
 
 
 
 
 
 
 
写真４ 就労支援部門 模擬職場(実務系) 

 
 
 
 
 
 
 
 
写真２ 能力開発部門 

彫金作業 
 

  
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

図１ 職能科支援の流れ 
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写真１ 能力開発部門 タピポン手芸 



就労支援の研修会 

■1 月 30 日(土)、地域支援センター主催｢身体障害者の

就労支援｣の研修が神奈川総合リハビリテーションセン

ター(以下、当リハセンター)研修室で行われました。当

センターの職員を含め 36 名の方にご参加いただきまし

た。講師は北原脳神経外科病院作業療法士 廣瀬陽子氏、

神奈川リハ病院医療福祉総合相談室 生方克之氏、職能

科は、泉忠彦、千葉純子、松元健が講師を勤めました。

北原脳神経外科病院は職能科と同じように病院での就労

支援を行っています。その実践を講義していただきまし

た。職能科は職業リハビリテーションの基礎知識、就労

支援のネットワーク重要性、職能科の訓練を紹介しました。(写真 1) 

■３月６日(土)ウィリング上大岡で｢就労支援機関活用のための講習会｣が開催されました。この

講習会は今回で４回目になります。地域支援センター主催の研修の中でも、当リハセンター以外

の機関と協働で開催する唯一の研修です。参加者は作業療法士、ケースワーカー、生活支援員な

ど４０名でした。 

 研修の協力機関の講師は、 

神奈川障害者職業センター 矢代美砂子氏 

神奈川県障害者就労相談センター 原井智美氏 

県央地域就労援助センター｢ぽむ｣ 柳川圭介氏 

障害者支援センター｢ぽけっと｣ 渡辺直人氏 

脳外傷友の会 浜﨑政廣氏、 

当リハセンターの講師は、リハ科青木重陽先生、地域

支援室蒔田桂子氏・瀧澤学氏、職能科泉忠彦と岩本綾乃

です。(写真 2) 

今回は高次能機能障がいの理解や就労支援の講演およ

び各機関の紹介の後に、就労支援機関活用の前の準備、

病院退院後の生活や訓練などの社会リハビリテーション

段階における支援の事例検討を行いました(写真 3)。   

高次能機能障がい者の就労支援を開始するためにはリ

ハビリテーション段階に応じた支援が必要であり、尚且

つ、医学、社会、職業の各段階のリハビリテーションの

連続・継続性は欠かせません。今後も地域ネットワーク

作りを目的に、よりよい研修を協力機関と継続したいと

思います。(泉 忠彦) 
 

  平成 21 年度就労支援の実績   
※前号に就職・復職者集計にミスがあり修正しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 「身体障害者の就労支援研修会」 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 「就労支援機関活用のための講習会」 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ グループワーク 

1月・2月の人数

４月からの累計

職場内リハビリテーション実施人数

18名

8名

新規就労 1名

復職 3名

新規就労 11名

復職 18名

2010年1月・2月
の就職、復職者

４月からの累計

就職・復職者の人数


